
函館市中学校教頭会

　令和６年度　北海道公立学校教頭会　第３ブロック研修会
　

活動・研修状況報告

期日：令和６年11月１日（金）



函館市中学校教頭会



〇　研修部

　(1) 教育経営課題の研究に関する
こと

　(2) 教頭の職能向上に関すること
　(3) 道公立学校教頭会研究に関す

ること
      
〇　調査対策部

　(1) 教育記録・指導要録等の研究
と作成に関すること

　(2) 教育関係調査の企画と実施に
関すること

　(3) 学籍に関すること
 
〇　法制部
　(1) 法制研究に関すること

　(2) 教育予算、施設、設備に関す
ること

　(3) 職員の服務に関すること

〇　厚生部　
　(1) 福利厚生に関すること

　(2) 親睦会等に関すること

函館市中学校教頭会



函館市中学校教頭会



函館市中学校教頭会

回 月　日 研修内容

１ ４月６日 年間予定等

２ ４月30日 実務研修１

３ ５月28日
実務研修１
各部年間計画提案

４ ６月27日
実務研修１・レポート発表
実務研修２（法制部）

５ ７月16日 教育講演会

６ ８月19日 実務研修１・レポート発表

７ ９月13日
実務研修１・レポート発表
実務研修２（調対部）

８ 10月21日 実務研修１・レポート発表

９ 11月28日
実務研修１・レポート発表
実務研修２（厚生部）

10 12月13日
実務研修１・レポート発表
実務研修２（研修部）

11 １月31日 実務研修１・レポート発表

12 ２月21日 実務研修１・レポート発表

13 ３月７日 実務研修１・レポート発表



令和６年度　研修・研究について



令和６年度　研修・研究について

　令和６年度研究主題

未来を切り拓く力を育む　活力ある学校づくり

　～学校生活を豊かにするための、望ましい教育環境整備と教頭の関与の在り方～



令和６年度　研修・研究について

令和５年度 令和６年度 令和７年度

函館市中学校教頭会と
しての取組概要

研究課題の把握
研究計画の構想と立案

各学校による実践研究の蓄積と検証 実践研究の検証および改善

継続性

効果的な校内組織の構築と運用について、学校の実情に応じて分析・考察し、問題解決型の研究を継続的に進める。

・各校の課題の把握 ・校内組織における教頭の関与の
　在り方の実践研究

・実践研究結果を踏まえた検証改　
　善

協働性

各学校の実践を共有し、持続可能で実効性のある取組を見出し、整理し、協働的に研修を進める。

・アンケート実施
・情報交流（実態把握）
・研修

・アンケート実施
・情報交流（成果と課題）
・研修

・アンケート実施
・情報交流（検証および改善）
・研修

関与性

成果や課題を、自校の職務遂行や校内研修の課題に関わらせ、「活力ある学校づくり」に向けた組織マネジメントに関する実
践的な研究を推進する。

・各校における課題の共有
・分掌、特別委員会等との連携
・ICTサポーター等との連携

・校内組織への働きかけ
・関係機関、外部人材との連携

・校内組織体制の確立
・持続可能な研究の推進（ＩＣＴ　
　利活用の展望）



令和６年度　研修・研究について



今後に向けて



今後に向けて



今後に向けて



今後に向けて

継続性
効果的な校内組織の構築と運用について、学校の実情に応じて分析・
考察し、問題解決型の研究を継続的に進める。

協働性
各校の実践を共有し、持続可能で実効性のある取組を見出し、整理し、
協働的に研修を進める。

関与性
成果や課題を、自校の職務遂行や校内研修の課題に関わらせ、「活力
ある学校づくり」に向けた組織マネジメントに関する実践的な研究を
推進する。



北海道公立学校教頭会 第3ブロック研修会

渡島公立学校教頭会

研究主題

未来を切り拓く力を育む

魅力ある学校づくり
-教職員の資質向上や

職務意識の効用を図る教頭の役割-



研究主題

未来を切り拓く力を育む

魅力ある学校づくり
-教職員の資質向上や

職務意識の効用を図る教頭の役割-

全公教・道公教＜第５課題＞

「教職員の専門性に関する課題」





教職員の専門性を
高め、資質・能力の
向上を図るための副
校長・教頭の役割

教職員の専門家としての
意識高揚に関すること

教職員の職務
意識を高揚し、
創造性を発揮さ
せる取組

視点１ 視点２



視点１教職員の資質向上を図るための教頭の役割

【研究の重点】（継続性・関与性）
教職員の力量の向上につなげる人材育成の取組

●教職員の指導力等の向上に関すること等
・教職員の教職経験に応じた専門性の育成
⇒教員育成指標の活用

・教職員の授業力や児童生徒及び保護者や地域への対応力
の向上を目指す取組
⇒メンター制・教科担任制・交換授業・生徒指導対応研
修など



視点１ 教職員の資質向上を図るための教頭の役割

●教職員が主体的に学び続けるための研修に関すること等

・新しい生活様式・新たな教育課題に対応するための研修
と実践力の育成
⇒対話に基づく受講奨励・新たな研修制度の活用

・感染症対策やICT 活用など教職員の資質・指導力、専門性を高
めるための人材育成のためのシステムづくりと校内研修の活性化
⇒ＩＣＴ活用・校内研修を外部に開き共有・協働する公開
授業の方策等



視点2 教職員の職務意識の高揚を図るための教頭の役割

【研究の重点】（継続性・協働性）
 教職員の協働体制づくりと

学校運営への参画意識を高める取組

●教職員の専門家としての意識高揚に関すること

・教職員の職務意識を高揚し、創造性を発揮させ
る取組

⇒協働体制の確立と心理的安全性の確保・メン
ター制



視点2 教職員の職務意識の高揚を図るための教頭の役割

●教職員の学校運営参画意識の向上に関すること
・教職員の学校運営参画意識を高めていくため
の副校長・教頭の関わり

・教職員が自分事として意識して取り組む働き
方改革
⇒ミドルリーダーによる学校運営・主体的に運営に
参画するチーム作り・働き方改革の推進



視点2 教職員の職務意識の高揚を図るための教頭の役割

●教職員の服務に関すること

・教職員のコンプライアンスの向上を図る取組

⇒危機管理意識の向上と学校安全に向けての
対応力を育成するための研修



視点2 教職員の職務意識の高揚を図るための教頭の役割

●学校段階間連携を通した、教職員の課題意識
の向上に関すること

・学校段階間連携を通して教職員の課題意識
を高めていくための副校長・教頭の関わり
⇒小小連携・小中連携・幼保小中高連携





マネジメント力

アセスメント

ファシリテーション

教育者としての資質のほか、的
確な判断力、決断力、交渉力、 危
機管理を含む組織のマネジメント
力が求められるものである。

学校経営方針の策定に向けて、学校
教育活動に関わる様々なデータや学
校が置かれている内外環境に関する
情報（自らの学校の強み・弱み、昨今
の学校教育を取り巻く課題など）につ
いて、収集・整理・分析して教職員間
や学校運営協議会で共有・適切な状
況・課題把握を踏まえ、新たに取り入
れるべき知識や技能に関する教職員
間での認識の共有 等

多様な背景、経験、専門性等を有
する教職員が円滑にコミュニケー
ションを取れる心理的安全性の確
保・学校運営協議会などの学校・
家庭・地域等の関係者間の協議に
おける学校運営改善に向けた相互
作用の促進 等



ファシリテーション（関与性）
学校という場で舵取りする相互作用
①子供と子供の相互作用

②子供と教師の相互作用
⇒ 授業はまさに子供と教師の協働作業でできあがる。

③教師同士の相互作用
⇒学校は大人の「学び合い」の場。
鍵となるのが「この場で誰に何を言っても受け入れてくれる」
という感覚をみんなで共有している「心理的安全性」。
普段のコミュニケーションがポイント。
特に、リーダーやベテランが率先して取り組むことが大切。



継 続 性

協 働 性

関 与 性

組織的な実践研究（３Ｃ）を通して



「学校で取り組むこと」を各自で定め、「終結」
段階における教職員の意識・資質と児童生徒の
向上的変容を目指し、リーダーシップを発揮する
上で「いつ」「だれに」「どのように働きかけをす
るか」、ステージを上げるために取り組んだこと
を成果として積み上げる

共通取組シート



共通取組スライド

成果と課題をさらに発展

「気付き」

「共有・共感・協働」

「持続可能」な

取組とリフレクション



共通取組スライド



共通取組スライド



松前町 教頭会

小中一貫の松前学園
として、教育活動を
推進しています。

大島小学校

小島小学校

松城小学校

松前中学校

マスコット
キャラクター

大漁くん



松前町立 小島小学校

視点１ 教職員の資質向上を図るための教頭の役割

ICTの利活用を促進する
校内研修の確立

〇デジタル教科書の活用方法
〇タブレットの活用方法
〇デジタルドリルの活用方法 等

校内研修を通して、お互いのノ
ウハウを共有し、授業改善・働き
方改革に繋げる。

専門性を高める働きかけ

ICT支援員（コンピテンス）との連
携を通じて、教職員の専門性を高め
る取り組みを進めている。授業力向
上・業務改善と多岐にわたる相談体
制を確立している。

教頭の役割
研修での指導・助言、外部機関との連絡
調整(クラスルームでの情報交流など)



北斗市 教頭会



北斗市立 上磯小学校
【視点１ 教職員の資質向上を図るための教頭の役割】

教員同士が放課後等の時間に自由に話せる場・雰囲気をつくり、日頃の悩みや課題解決の一助とする。

主幹教諭による示範授業や学年団による交換授業などを実施し、初任段階教員の授業力向上や中堅層の学び直しの機
会とする。

○いつでも相談できる環境づくり
・メンターを中心とした雑談で、学級経営や授業づくり
のアイディア等を一緒に考える。
・生徒指導上の様々な課題を共有し、一緒に考える。

○教員の専門性や得意分野を生かした
研修
・多様化する教育課題に対応するため、それぞれの教員が講師と
なったミニ研修会
・外部講師による専門性を高める研修会

研修の充実と人材育成



視点１ 教職員の資質向上を図るための教頭の役割   北斗市立石別中学校 

     石別中学校の様子  北斗市の特認校の一つで小規模校 

  全校生徒 17名在籍（内、地元生徒 5名、不登校生徒約 3割） 

 【主な教頭の関わり】                                     【四者合同ふれあい大運動会】 

    

 

 

 

 

 

 

 

 【主な成果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【課題】 

 

 

◆研究部を中心としたミニ研修活動を充実させる 

（ICT研修・生徒指導提要研修・各月ごとに、一人一人の生徒について行う生徒理解研修） 

◆複雑・多様化する個に応じた対応策を検討させ、共通理解を図る。 

◆管理職から、期首面談・期末面談を利用した教員個々へのアプローチ（育成指標との関わり） 

◆地域と連携・協働した教育課程を実践することで、教員の資質・能力の向上に役立てる。 

◆働き方改革として、業務の見直しと平準化を各部のリーダーに伝え、分掌組織の改編をした。   【ICT研修】 

    （1か月時間外在校時間 45時間以内） 

◆不登校対策委員会を中心に、外部機関との連携を密にした 

・学校課題を研究主題とリンクさせた。 

「個別最適な学び」の実現～『学習の個性化』を成り立たせる選択肢の構築と授業の実践～ 

  ➡指導の個別化、学習の個性化選択肢が準備され、生徒がそれを選べる授業の構築 

   子どもの困り感を探り、手立てを考える取組を通して、個別最適な学びを推進する 

   生徒の実態をふまえ、学校の強みや課題を把握する。                 【地域・保護者と 

・教職員一丸となって生徒指導や生徒理解に努める雰囲気を醸成➡全員で見守る・支援する     行う餅つき祭り】 

・授業振り返り週間を利用し、生徒の理解度を検証➡各教科での生徒の授業の振り返りを全職員で検証する。 

    （個々の生徒の学習状況の把握・学習意欲の向上） 

・地域・保護者からの信頼のもと、職員の資質・能力向上の一助となった。 

 

・校内的には、教員の全員歩調が保たれているが、研修意欲に個人差がある。 

・時間外在校時間はクリアされているが、業務改善等を図り教師のウェルビーイングを向上させる余地が多くある。 

 







八雲町 教頭会

令和６年度 渡島公立学校教頭会

「共通取組スライド」



八雲町立熊石中学校 視点１
《教職員の資質向上を図るための教頭の役割≫

教職員それぞれの「強み」を伸ばし、
組織的に教育課題に向き合える人材育成環境の整備

①教員育成指標を活用した研修実施の推進
教職経験に応じた研修実施の推奨 人事評価シートを活用した助言
②「指導と評価の一体化」を研修の柱に据えた校内研修の活性化
ベテランと若手の組み合わせによる年間通したグループによる学習指 導の
検証改善
③教職員の主体的な学びを支える環境整備
学校評価教職員評価項目「校外での研修に参加しやすいと感じる」
「思う」「おおむね思う」８０％以上の数値目標設定
自らの興味・関心事への研修を深めることができる「校外への研修活動に参加
しやすい環境である」と実感できる心理的安全性の風土の醸成



八雲町立 野田生小学校

学校が抱える課題の複雑化・困難化と家庭・地域をめぐる環境の変化に対応す
る教職員研修の充実と日常化した人材育成

視点１ 教職員の資質向上を図るための教頭の役割

〇中学校区での取組を通して教師のスキルアップ！

主に、ＣＳの活動として、児童生徒理解の向上として、教職員向けのピア・サ
ポート学習を実施する。前半は、理論学習を行い、後半は、ピア・サポートト
レーニングを実際に体験する時間を設けた。
ゲームや自己紹介などを通して、互いに認め合い、高め合うことや仲間意識
を持って、互いに支え合うことを目的としている。

〇教育デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進
ＧＩＧＡスクール構想による１人１台端末の実現に伴って～ＩＣＴ活用の充実
町として、ＩＣＴ活用向上推進チームを中心に①グーグルサイトの整備や有効活用の実際について
②Ｇｏｏｇｌ ｆｏｒ Ｅｄｕｃａｔｉｏｎパートナー自治体プログラムの充実③ＩＣＴ活用研修の充実
★アプリケーションの活用基礎研修★ＩＣＴを活用した授業づくり研修★最新アプリケーション活用研修

研究部中心に、学校における子どもの発達段階等の状況に応じたＩＣＴ活用研修の充実を図る。



八雲町立野田生中学校 視点２
１．教職員の専門家としての意識高揚に関すること
・学活・道徳・総合について、学年団全員が参加
・教頭による研修資料の共有
⇒協働体制の確立、OJTによる指導技術の向上、複数の目による生徒理解

２．教職員の服務に関すること
・コンプライアンス研修の定期的・継続的な実施
・不祥事に関する報道に合わせた臨時の研修の実施
⇒危機管理意識の向上と学校安全に向けての対応力を育成するための研修

３．学校段階間連携を通した、教職員の課題意識の向上に関すること
・中学校区CSを活用した合同学習及び職員研修 （例）ピアサポート研修
⇒小小連携・小中連携

４．教職員の学校運営参画意識の向上に関すること
・校務運営委員会を毎週実施
・生徒指導主事を中心とした組織的な不登校対策
⇒ミドルリーダーによる学校運営・主体的に運営に参画するチーム作り



八雲町立 浜松小学校 視点１
教職員の資質向上を図るための教頭の役割

◎ 教員育成指標とPlantを積極的に活用した研修等の取組
氏名：

前期 後期
2024/○/○ 2024/○/○

「主体的・対話的で深い学びの

実現に向けた授業改善」への対

応力

「カリキュラム・マネ

ジメント」への対応力

「道徳教育の充実」へ

の対応力

「外国語教育・国際理解教

育の充実」への対応力

教育公務員として、社会と協働して職務を円滑に遂行する上で必要となる職業観や人間関係のほか、

公共心や社会通念などの重要性を深く理解し、それに基づき行動するとともに、経験の浅い教職員に

指導助言を行っている。

自らの考えや学校（園）の方針等を子どもや保護者、地域等に分かりやすく説明するとともに、相手

が意図する背景を含めて正確に理解し、新たな方向性を見出すなど発展的な意思疎通を行い、良好な

人間関係を構築している。

上司や同僚などと建設的な意見交換を行っている。
自らの学びと実践の省察を通じて身に付けた課題対応・解決能力を生かし、組織の一員として積極的

に学校（園）づくりに関わり、互いのよさを認め合い、それぞれの課題対応・解決能力を生かして計

画的に課題解決に当たっている。

生命・心身を脅かす事故災害等、危機管理の知識や視点を備え、安心安全な教育活動を推進してい

る。

子どもの家庭及び地域社会の状況や自身や学校（園）の強み・弱みの深い理解に基づき、保護者・地

域・関係機関等との関わりを深め、連携・協働して対応している。

互いの課題や悩みに気付き、支え合える環境をつくるとともに、経験の浅い教職員に指導助言を行っ

ている。

子どもの心身の発達の過程や特徴、子どもを取り巻く様々な環境や背景を含め、子ども一人一人を的

確に理解している。

校（園）内での情報共有に努めながら客観的な事実の把握を行い、個々の悩みや思いを共感的に受け止める

など、学校（園）生活への適応や人格の成長への援助を行っている。

子どもの個性や能力の伸長と健全な心身の育成を通して、子どもの自己実現を図る指導を行うとともに、自

校（園）の生徒指導・進路指導上の課題解決に向けて取り組んでいる。

子ども理解に基づきながら、子どもたちとの信頼関係を構築し、それぞれの可能性を引き出し、活躍

の場をつくる学級経営を計画的に行い、望ましい集団をつくっている。

特別な配慮や支援を必要とする子どもの特性等を深く理解し、教育的ニーズ等に的確に対応してい

る。

学校（園）における特別支援教育推進上の課題を理解し、その解決に向けて組織的に学習上、生活上

の支援を工夫している。

学校（園）における「ＩＣＴや情報・教育データの利活用」推進上の課題を理解し、その解決に向け

て取り組んでいる。

授業や校（園）務等でＩＣＴや教育データを効果的に活用するとともに、学校（園）全体のＩＣＴの

効果的な活用促進に向けて取り組んでいる。

学校づくりを

担う一員とし

て、地域等と

も連携・協働

しながら、課

題解決に取り

組む教員

学校（園）づくりを担う一

員としての自覚と協調性

組織的・協働的な課題対

応・解決能力

人材育成に貢献する力

地域等との連携・協働力

コミュニケーション能力

（対人関係能力を含む）

子ども理解力

生徒指導・進路指導力

学級経営力

教育の専門家

として、実践

的指導力や専

門 性 の 向 上

に、主体的に

取り組む教員

特別な配慮や支援を必要と

する子どもへの対応力

ＩＣＴや情報・教育データ

を利活用する力

教科等（保育）や教職に関

する専門的な知識・技能

今

日

的

な

教

育

課

題

へ

の

対

応

力

学校（園）における外国語教育・国際理解教育推進上の課題を理解し、その解決に向けて取り組んで

いる。

使命感や責任感・倫理観

総合的人間力

教職に対する強い情熱・人

権意識

主体的に学び続ける姿勢

子どもの育ちと学びに責任をもち、教育公務員に係る法令等を遵守するとともに、時代に応じた教

育、学校（園）の社会的役割・服務等を深く理解し、職務上の義務を果たし、子どもや保護者等の期

待に応える教育活動を行っている。

上司や同僚、保護者、地域との関わりの中で、人間性、社会性、協調性をバランスよく高めている。

人権意識に基づき、全ての子どもを尊重するとともに、教職への誇りを有している。

学校（園）の課題を理解し、解決するための校（園）内外の研修に積極的に参加するとともに、適切

な情報の活用・再構成などを通して、高度な指導力など、中堅段階に求められる資質能力を高めるた

め、学び続けようとしている。

授業力

教職の意義や教員の役割、職務内容等に関する深い知識・技能を身に付け、職務に生かしている。

教科等（保育）の内容に関する専門的な知識・技能を身に付け、授業（保育）に生かすとともに、初

任段階の教員に指導助言している。

学校（園）の課題の解決に向け、自律的に研修を進めている。

学校（園）における道徳教育推進上の課題を理解し、その解決に向け、学校（園）教育活動全体を通

じて、道徳教育に取り組んでいる。

学校（園）における「カリキュラム・マネジメント」推進上の課題を理解し、その解決に向けて教育

活動の不断の検証・改善に取り組んでいる。

子どもへの愛情に基づき、学校（園）の教育活動を推進している。教 育 者 と し

て、強い使命

感 ・ 倫 理 観

と、子どもへ

の深い教育的

愛情を、常に

持ち続ける教

員

教育的愛情

学習者中心の授業の創造に向け、各教科等の専門性を生かして、ねらいを達成できる指導計画を作成

し、子どもの学習状況を捉えて意図的・計画的に授業（保育）を展開するとともに、他の教員の授業

力向上にも取り組んでいる。

「主体的・対話的で深い学び」が求められる背景や重要性を踏まえ、授業（保育）改善に係る学校

（園）の課題を理解し、その解決に向けて、学校（園）全体の授業（保育）改善に取り組んでいる。

　２：あまりできていない

　１：できていない

　　「北海道における教員育成指標」自己診断シート【中堅段階編】

学校名： 教職経験年数：（　　　）年目

　４：できている

求 め る

教 員 像
キーとなる資質能力 自己診断項目（期待される具体の姿）

　３：おおむねできている

入力シート

〇まず、「教員育成指標とは何か」を知ってもらう
〇次に、自分のキャリアステージにおける求められる資質・能力を
とらえてもらう→自己診断シートも活用
〇そして、対話による研修LinkナビやPlantの取組を促進する
〇さらに、教頭自身が活用したことを「やんわり」と伝え
職員が活用したことは「しっかり」と取り上げる

「わかりやすい」内容を「丁寧」
に説明し、「できる」ことを「確
実」に進め、教職員の「自走」
に向けた「足がかり」をつくる。◎ 校内研修の「協働」を通じた資質向上への挑戦

〇「みんなで行う授業づくり」へのかかわり
→授業者中心ではなく、チームでの授業づくりによる自分事化
→担任をもつ教頭を「強み」ととらえた、授業づくりへのかかわり
〇「八雲スタイル」に基づく読解力の向上にむけ、校内で統一した
実践を通し、児童の変容や授業改善にむけた意見交流に取り組む

「担任をもつ教頭」として
教職員との協働意識を高
め、ファシリテートしなが
ら資質向上に取り組む



心理的安全性の確保

視点２ 教職員の職務意識の高揚を図るための教頭の役割

「八雲小 カリキュラム・マネジメント」で 

学校経営参画意識 を育てる

はっしょう

「TEAM YAKUMO  MIND」

校長の学校経営ビジョンを全職員で共有し、
それを達成するために具現化した「八雲小 
カリキュラム」に、様々なアンケートや学力
テストを反映させる。そして、そのカリキュラ
ムを学年、校務分掌などでPDCAを機能さ
せ、 「TEAM YAKUMO MIND」 ＝「学
校経営参画意識」 を育てる。

アセスメント力 ファシリテーション力
これらを支える
教頭の役割

PDCA×カリキュラム・マネジメント＝学校経営参画意識の向上

ミドルリーダーの育成
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４月・５月重点指導事項 【準備】 「②休み時間につぎの学習の準備をする」

【時間】 「③チャイムがなる１分前に席に着く」

★前期 【姿勢】 「①正しく座る」 【丁寧】 「⑧ていねいに取り組む」

体力テスト週間 11日（火）～21日（金）

★前期 【姿勢】 「①正しく座る」 【丁寧】 「⑧ていねいに取り組む」

◆◇ 振り返り① ◇◆
「八雲小８つのスタンダード」

５月２７日（月）～３１日（金）

※フォームで実施

※対象は、児童、先生方

６月・７月重点指導事項

【挨拶】 「④ 授業の始めと終わりはきちんと挨拶をする」

【返事】 「⑤ きちんと返事をする」 ※学年ごと

◆質問に答えるかたち

で自分のことを話そう

②

【話①・聞①】

◆オ

リエン

テー

ション

①

◆風景純銀も

ざいく①

◆あの坂をのぼれば②

【読む】

◆考えを図や表に③

【書く】

◆雪は新しいエネルギー──未来へつなぐエネルギー社会⑥

【読む④／書く②】

◆パネルディスカッション──地域の防災⑥

【話す聞く⑥】

◆みんなで作ろうパンフレット④

【書く④】

◆パネルディ

スカッション

──地域の防

災⑥

【話す聞く⑥】

◆考えを図や表に③

【書く】

◆ア

イス

は暑

いほ

どお

◆五

年生

で学

んだ

漢字

◆漢

字の

広場

①

◆言

葉の

広場

①

◆春はあけぼの④

【書く１】

１ 負けずぎらいの心根をもって

――藤井聡太――

「自分の長所をのばす」

【Ａ 個性の伸長】

２ ブランコ乗りとピエロ

「広い心をもって」

【Ｂ 相互理解、寛容】

３ だまって借りてもいいのかな

「責任ある行動をする」

【Ａ 善悪の判断、自律、自由と責

任】

４ 人生を変えるのは自分

――秦由加子――

「夢の実現に向けて」

【Ａ 希望と勇気、努力と強い意志】

５ 応援団の旗

「集団の中で役割を果たす」

【Ｃ よりよい学校生活、集団生活の充実】

６ 友達だからこそ

「友情を深める」

【Ｂ 友情、信頼】

７ ひきょうだよ

「正義の実現のために」

【Ｃ 公正、公平、社会正義】

〈コラム〉

広い海へ出てみよう

８ 父の言葉

「相手を思いやる」

【Ｂ 親切、思いやり】

９ 米百俵

「国や郷土を愛する心」

【Ｃ 伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する

態度】

知りたいな 世界の「書く」伝えたいな 日

本の「書く」

目次 六年生で学習すること

１ はじめの学習

■学習の進め方

■点画の種類

■姿勢と持ち方、用具のあつかい方

２ 文字の大きさと配列

『歩む』

【レッツ・トライ】 メモ―話し合いメモ（書く速さを意識して）

３ 文字の組み立て方（三つの部分）

『湖』

◆オ

リエン

テー

ション

①

１－① わたしたちのくらしと日本国憲法⑦ １－② 国の政治のしく

みと選挙④

２－① 縄文のむらから古墳のくにへ⑦１－② 国の政治のしくみと選挙

④

１－③ 子育て支援の願いを実現する政治⑤ １－③震災復興の願いを実現する政治⑤ 日本の歴史

単元の導入（第2単元オリエンテーション）

②

１－① わたしたちのくらしと日本

国憲法⑦

◇

チャ

レン

ジテ

スト

【アイヌの文化を知ろう ～ウポポイを訪れて～】 全２８時間

〈ユニット１〉 １５時間 ★アイヌの文化を知ろう

【アイヌの文化を知ろう

～ウポポイを訪れて～】

全２６時間

〈ユニット１〉 １３時間

★アイヌの文化を知ろう

〇６年生になって 〇学級目標を決めよう 〇係・当番活動を決めよう 〇目指せ自主学習の達人 〇最高学年として取り組む運動会〇交通事故０へ！私たちのできること 〇運動会の振り返り〇学校のきまりと生活① 〇友達と仲よくしよう（ピアサポート①）

◆オ

リエン

テー

ション

①

◆学

習の

とび

ら①

1.つり合いのとれた図形を調べよう⑬

（１）線対称

（２）点対称

（３）多角形と対称

◇

チャ

レン

ジテ

スト

◆全

国学

テ

1.つり合いのとれた図形を調べよう⑬

（１）線対称

（２）点対称

（３）多角形と対称

1.つり合いのと

れた図形を調

べよう⑭

◇た

しか

めよ

う①

2.数量やその関係を式に表そう⑥

(1)文字と式

まとめ

◇発展

3.分数のかけ算を考えよう１５

(1)分数のかけ算、わり算 (2)練習 (3)分数をかける計算 ◇発展

4.分数でわる計算を考えよう⑨

(1)分数÷分数

まとめ

◇発展

◆つ

なが

りを

みつ

けよ

地球と私たちのくらし② 1.物の燃え方と空気(7)

(1)物が燃え続けるには

(２)空気の変化

◇

チャ

レン

ジテ

スト

1.物の燃え方と空気(7)

(1)物が燃え続けるには

(２)空気の変化

1.物の燃え方と空気(7)

(1)物が燃え続けるには

(２)空気の変化

2 動物のからだのはたらき⑩

(1)食べ物のゆくえ (2)吸う空気とはく空気

(3)血液のはたらき (4)人のからだのつくり

1.物の燃え方と空気(7)

(1)物が燃え続けるには

(２)空気の変化

3 植物のからだのはたらき⑧

(1)植物の水の通り道

(2)植物と日光のかかわり

3 植物のからだのはた

らき⑧

(1)植物の水の通り道

(2)植物と日光のかか

わり

◆〔巻頭教材〕 ①

・つばさをください

（随時扱い）

〔スキルアップ〕 ①

（毎時扱い）

・「ワイ バンバ」

校歌・君が代 ① 〈音のスケッチ〉（毎時扱い） ②

言葉をもとにリズムで遊ぼう②

〈音のスケッチ〉（毎時扱

い）

言葉をもとにリズムで遊

ぼう ②

〈にっぽんのうた みんなのうた〉 ②

・「おぼろ月夜」

（共通教材）

1 短調のひびき ③

・マルセリーノの歌

・ハンガリー舞曲第５番

（鑑賞教材）

２ アンサンブ

ルのみりょく

②

・交響曲第5番

「運命」第1楽

２ アンサンブルのみりょく ②

・交響曲第5番「運命」第1楽章か

ら

（鑑賞教材）

・ぼくらの日々 ③

絵の具スケッチ ②

※わたしとひびき合う

糸から生まれるわたしの空間 ② 糸か

ら生

まれ

るわ

たし

（選択）固まっ

た形から ➃

（選択）感じて

考えて ➃

(選択）墨と水

（選択）固まった形から ➃

（選択）感じて考えて ➃

(選択）墨と水から広がる世界 ➃

ここから見ると ④ ここから見ると ④ この筆あと、どんな空？ ②

１ 生活時間をマネジメント ③ ２ できることを増やしてクッキング ⑧ ２ できることを増やし

てクッキング ⑧

２ できることを増やしてクッキング ⑧ ３ クリーン大作戦 ④ ３ クリーン大作戦 ④

体つくり運動 ⑥

体ほぐしの運動 （３）

体つくりの運動 ⑥

体力を高める運動 （３）

器械運動 ④

鉄棒運動 （４）

器械運動 ④

鉄棒運動 （４）

陸上運動 ⑥

短きょり走 ・ リレー （６）

表現運動 ④

リズムダンス（４）

表現運動

リズムダンス

（４）

新体力テスト（４）

Unit 1 ⑧

This is me!

好きなものや宝物などについて紹介し合おう。

pp.6-15

Unit 1 ⑧

This is me!

好きなものや宝物など

について紹介し合おう。

Unit 2 ⑧

My Daily Schedule

日常生活について紹介し合おう。

pp.16-25

Unit 3 ⑧

My Weekend

週末にしたことを伝え合おう。

pp.26-35

Unit 3 ⑧

My Weekend

週末にしたことを伝え合おう。

pp.26-35

【アイヌの文化を知ろう ～ウポポイを訪れて～】 全２８時間

〈ユニット１〉 １５時間 ★アイヌの文化を知ろう

【アイヌの文化を知ろう ～ウポポイを訪れて～】 全２８時間

〈ユニット１〉 １５時間 ★アイヌの文化を知ろう

職員室に掲示（全学年）
P（計画）

D（実行）

C（検証）

リアルタイムに検証・記録

A（改善）

全教員によるｶﾘﾏﾈ改善会議

・Ｃ
Ｓ

八
雲
ス
タ
イ
ル

・学
校
評
価

・先
生
・児
童
ア
ン
ケ
ー
ト

・保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

・全
国
学
テ
・Ｎ
Ｒ
Ｔ
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度
へ

TEAM YAKUMO MIND

八雲町立八雲小学校 教頭 林 聖









道公教研究大会 渡島大会



持続可能な学校力
持続可能な教師力を育む

同じ目的をもち、ともに悩み
一緒に考える仲間は、とても貴重です。
つながりを大切にし、
子供達のために、教職員のために
一緒によい学校を創っていきましょう。



令和６年度　北海道公立学校　第３ブロック研修会

檜山教頭会研修部日付 発表令和６年１１月１日（金）

檜山の特色を生かした魅力ある教育活動の推進と教頭の役割

〜ふるさと教育からつくる社会に開かれた教育課程〜

1



檜山管内

2

町名 小学校 中学校

江差町 ３校 ２校

上ノ国町 ２校 １校

厚沢部町 ２校 １校

乙部町 １校 １校

奥尻町 ２校 １校

今金町 ２校 １校

せたな町 ３校 ３校

管内全体 １５校 １０校

R７．４．現在



研究発表概要

3

Ⅰ

主題設定の理由Ⅱ

研究のねらいⅢ

研究の視点Ⅳ

研究計画Ⅴ

研究方法Ⅵ

現段階の取組状況Ⅶ

まとめと課題Ⅷ

檜山管内の特徴
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Ⅱ 主題設定の理由  Ⅲ 研究のねらい Ⅳ 研究の視点 Ⅴ 研究計画 Ⅵ 現段階の取組状況 Ⅶ まとめと課題
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Ⅰ

採用段階

0%

初任段階

31%

中堅段階

23%

ベテラン段階

46%

採用段階

2% 初任段階

22%

中堅段階

33%

ベテラン段階, 

43%

H2 R６

児童生徒：教師比
14：1

児童生徒：教師比
5.４：1548名

教員数
298名
教員数

檜山管内の特徴

Ⅱ 主題設定の理由  Ⅲ 研究のねらい Ⅳ 研究の視点 Ⅴ 研究計画 Ⅵ 現段階の取組状況 Ⅶ まとめと課題Ⅶ研究方法 5



Ⅰ

・著しい児童生徒数の減少と学校数の減少

・児童生徒/教師比 5.4：１

・非正規採用教員の増加
若年層教員の
責任・負担感増

・学校数減少→中堅以上の異動先の固定化

・効率化の時代→多様性へ

檜山管内の特徴

Ⅱ 主題設定の理由  Ⅲ 研究のねらい Ⅳ 研究の視点 Ⅴ 研究計画 Ⅵ 現段階の取組状況 Ⅶ まとめと課題Ⅶ研究方法 6



Ⅱ 主題設定の理由

研究テーマ 第1６次3カ年継続研究（令和５～７年度）

「檜山の特色を生かした魅力ある
          教育活動の推進と教頭の役割」

～ふるさと教育からつくる社会に開かれた教育課程～

継続性
Continuity

協働性
Collaboration

関与性
Commitment

 Ⅲ 研究のねらい Ⅳ 研究の視点 Ⅴ 研究計画 Ⅵ 現段階の取組状況 Ⅶ まとめと課題Ⅶ研究方法 7



《継続性》

・各町内の教頭の大幅な入れ替え（異動）

・新任教頭による研究担当

・各町単位での会員数の減少（学校数の減少）

⇒ 檜山教頭会としての研究の持続性の維持が課題

主題設定の理由

３Cの視点からの檜山教頭会の特徴（課題）

Ⅱ

 Ⅲ 研究のねらい Ⅳ 研究の視点 Ⅴ 研究計画 Ⅵ 現段階の取組状況 Ⅶ まとめと課題Ⅶ研究方法 8



《協働性》

・効率的で効果的な情報共有

・研究に関する簡略化、効率化

・教頭間の横の連携の強化

⇒ 檜山教頭会の密でスピード感ある連携強化が課題

主題設定の理由

３Cの視点からの檜山教頭会の特徴（課題）

Ⅱ

 Ⅲ 研究のねらい Ⅳ 研究の視点 Ⅴ 研究計画 Ⅵ 現段階の取組状況 Ⅶ まとめと課題Ⅶ研究方法 9



《関与性》

・自校の教職員の指導力向上

・経験年数に応じた各段階への取組

・自校の教職員の参画意識の向上

⇒ 自校・各町の取組（関与）を
檜山教頭会全体のものとする共有が課題

主題設定の理由

３Cの視点からの檜山教頭会の特徴（課題）

 Ⅲ 研究のねらい Ⅳ 研究の視点 Ⅴ 研究計画 Ⅵ 現段階の取組状況 Ⅶ まとめと課題Ⅶ研究方法

Ⅱ

10



第１課題 教育課程に関する課題

信頼される学校づくりに資する「社会に開かれた教育課程」の編成・実施・評価に関すること
（カリキュラム・マネジメント）

幼・保・小・中・高・特別支援学校の連
携に関すること

小中一貫教育に関すること

教育目標の設定と具現化に関すること

家庭や地域との連携及び協働に関すること

教育課程の実施と学習評価に関すること

主題設定の理由

教科横断的な視点に立った資質・能力に
関すること

道公教第16次3か年継続研究 檜山教頭会の担当研修主題

Ⅱ

 Ⅲ 研究のねらい Ⅳ 研究の視点 Ⅴ 研究計画 Ⅵ 現段階の取組状況 Ⅶ まとめと課題Ⅶ研究方法 11



研究主題策定にあたっての２つの柱

・「檜山の特色を生かし、一人一人に寄り添いながら学びを支
える」と関連させた『檜山の特色』を生かした研究とすること

・「社会に開かれた教育課程」に関連する研究とすること

主題設定の理由

柱１ 檜山管内教育推進の重点から

柱２ 学習指導要領に基づいた考えから

Ⅱ

 Ⅲ 研究のねらい Ⅳ 研究の視点 Ⅴ 研究計画 Ⅵ 現段階の取組状況 Ⅶ まとめと課題Ⅶ研究方法 12



Ⅱ

第１課題 教育課程に関する課題

信頼される学校づくりに資する「社会に開かれた教育課程」の編成・実施・評価に関すること
（カリキュラム・マネジメント）

幼・保・小・中・高・特別支援学校の連
携に関すること

小中一貫教育に関すること

教育目標の設定と具現化に関すること

家庭や地域との連携及び協働に関すること

教育課程の実施と学習評価に関すること

主題設定の理由

教科横断的な視点に立った資質・能力に
関すること

 Ⅲ 研究のねらい Ⅳ 研究の視点 Ⅴ 研究計画 Ⅵ 現段階の取組状況 Ⅶ まとめと課題Ⅶ研究方法 13



主題設定の理由

檜山管内の教育の背景

急激な人口減少 児童生徒数減少

学校数の減少 少子高齢化

地域経済の規模縮小 それゆえに・・・

Ⅱ

 Ⅲ 研究のねらい Ⅳ 研究の視点 Ⅴ 研究計画 Ⅵ 現段階の取組状況 Ⅶ まとめと課題Ⅶ研究方法 14



主題設定の理由

ふるさと教育を活用して

児童生徒に「檜山の特色と魅力」を再発
見させたい。

児童生徒に「ふるさと檜山に誇りと愛
着」をもってもらいたい。

Ⅱ

 Ⅲ 研究のねらい Ⅳ 研究の視点 Ⅴ 研究計画 Ⅵ 現段階の取組状況 Ⅶ まとめと課題Ⅶ研究方法

将来の檜山を考える人材が育つ教育を推
進していきたい。

15



主題設定の理由

檜山管内のふるさと教育の現状
各学校単位で地域の特色の活用や創意工夫がなさ
れている。

地域の人的資源や物的資源の情報が学校内で留
まっている。

近隣町であっても情報共有が不足している。

地域社会との連携及び協働をより一層進めていく
必要性がある。

Ⅱ

 Ⅲ 研究のねらい Ⅳ 研究の視点 Ⅴ 研究計画 Ⅵ 現段階の取組状況 Ⅶ まとめと課題Ⅶ研究方法 16



主題設定の理由

社会に開かれた教育課程の必要性
①　社会や世界の状況を幅広く視野に入れ、よりよい学校教育を通じてよりよ
　い社会を創るという目標を持ち、教育課程を介してその目標を社会と共有し
　ていくこと。

②　これからの社会を創り出していく子供たちが、社会や世界に向き合い関わ
　り合い、自らの人生を切り拓いていくために求められる資質・能力とは何か
　を、教育課程において明確化し育んでいくこと。

③　教育課程の実施に当たって、地域の人的・物的資源を活用したり、放課後
　や土曜日等を活用した社会教育との連携を図ったりし、学校教育を学校内に　
　閉じずに、その目指すところを社会と共有・連携しながら実現させること。

平成28年12月中教審答申「学習指導要領等の改善及び必要な方策」より

Ⅱ

 Ⅲ 研究のねらい Ⅳ 研究の視点 Ⅴ 研究計画 Ⅵ 現段階の取組状況 Ⅶ まとめと課題Ⅶ研究方法 17



主題設定の理由

ふるさと教育への教頭の関与

檜山管内全体で、歴史や文化、自然の特
色に関する情報について教頭がそれぞれ
に関与し、情報共有する。

Ⅱ

 Ⅲ 研究のねらい Ⅳ 研究の視点 Ⅴ 研究計画 Ⅵ 現段階の取組状況 Ⅶ まとめと課題Ⅶ研究方法

地域社会との連携及び協働をより一層
進めることができる。

18



Ⅲ 研究のねらい

Ⅳ 研究の視点 Ⅴ 研究計画 Ⅵ 現段階の取組状況 Ⅶ まとめと課題Ⅶ研究方法

○ふるさと教育における各学校の知を檜山
管内の共同知としてまとめる。

○地域の人的資源・物的資源を有効活用す
るための方策を考える。

○各資源について学校間を越えて相互に利
活用し、社会に開かれた教育課程を実現す
るための方策を考える。

19



Ⅳ 研究の視点

Ⅴ 研究計画 Ⅵ 現段階の取組状況 Ⅶ まとめと課題Ⅶ研究方法

（１）地域の人的資源と物的資源の活用に関して

　学校の通常授業を量的（授業時数、
講師数など）に補完する支援を基に
した考察

20



Ⅳ 研究の視点

（１）地域の人的資源と物的資源の活用に関して

　教職員にとって実施困難（充実が
困難、深化が困難）な教育内容（医
療、戦争体験、郷土史、地場産業な
ど）を質的に補完する支援を基にし
た考察

Ⅴ 研究計画 Ⅵ 現段階の取組状況 Ⅶ まとめと課題Ⅶ研究方法 21



Ⅳ 研究の視点

（２）教頭の効果的な関与についての整理に関して

①『教育課程』とつなぐ。
②『教職員』どうしをつなぐ。
③『地域と教職員』をつなぐ。
④『教頭』どうしをつなぐ。

⑤上記以外のつなぐ。
Ⅴ 研究計画 Ⅵ 現段階の取組状況 Ⅶ まとめと課題Ⅶ研究方法 22



Ⅳ 研究の視点

○３Cの視点から

一貫したテーマのもとでの継続研究

教頭会員の情報交流と教育実践を共
有・深化する研究

学校教育に教頭として、どのように
関わるかを追究する研究

 関与性
Commitment

 協働性
Collaboration

 継続性
Continuity

Ⅴ 研究計画 Ⅵ 現段階の取組状況 Ⅶ まとめと課題Ⅶ研究方法 23



Ⅴ 研究計画

（１）１年次
 研究計画立案と改善、各地区の特色、学校課題の整理と情
報共有

（３）３年次
 ふるさと教育データベースの活用、実践の深化、評価、まと
め

（２）２年次
 各地区のふるさと教育に関するデータベースの作成、実践
交流と計画修正

Ⅵ 現段階の取組状況 Ⅶ まとめと課題Ⅶ研究方法 24



Ⅵ 研究方法

江差町教頭会 上ノ国町教頭会

厚沢部町教頭会 乙部町教頭会

せたな町教頭会

奥尻町教頭会 今金町教頭会

檜山教頭会

情報提供

実践報告
Ｐ取組計画策定 Ｄ具体的取組の整理
Ｃ実態状況分析 Ａ改善策検討

各町教頭会

・各町取組進捗状況把握

・各町取組結果交流

・全公教・道公教の情報提供

・統一アンケートで調査・確認

・総合的な分析・深化

（教頭の関与性分析等）

現段階の取組状況 Ⅶ まとめと課題Ⅶ 25



Ⅵ 研究方法

檜山教頭会

情報提供

実践報告

各町教頭会

・各町取組進捗状況把握

・各町取組結果交流

・全公教・道公教の情報提供

・統一アンケートで調査・確認

・総合的な分析・深化

（教頭の関与性分析等）

現段階の取組状況 Ⅶ まとめと課題Ⅶ

１ 各町や各校の特色、ふるさと学習の
  実践に関する情報の整理

２ 各校や各町の実態・状況の分析

３ 成果と課題のまとめ
檜山教頭会

研修部との
連携

26



Ⅶ 現段階の取組状況（R５～R６）

Ⅷ まとめと課題

各町単位で統一の取組 量的支援の活用状況
 〇関係機関・人的・物的資源
  農業分野、漁業分野、エネルギー分野（風力発電、地 
  熱発電）考古学分野・文化遺産（遺跡施設）
・専門スタッフの充実
・専門の知識を得ることができる
・体験活動
・地域の環境にあった農業、漁業等の産業の在り方

〇保護者、地域住
民、CS委員、町教
委、学芸員
※地学協働事業

〇小・中学校
・各学年、様々な内容で十分な時数確保ができている。
・児童・生徒が学習のまとめや成果を発表することで、資質・能力の向上に効果的
 な学習となっている。また、更に関係機関からの協力が得られている。

27
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Ⅶ 現段階の取組状況

Ⅷ まとめと課題

各町単位で統一の取組 量的支援の活用 課題
 〇関係機関：人的・物的資源
 ・地域の世帯数の減少や高齢化のため、学習の 
  継続が困難
 ・キャリア教育に関する講師の不足

〇保護者、地域住民、CS委
員、町教委、学芸員
地学協働事業の活用
・人材バンクの依頼

〇小・中学校
・各活動の教育課程の位置づけ、見直しの必要性
・総合的な学習の時間と各教科等、教科横断的な内容での見直しの必要性
・小学校と中学校の学習内容の系統性、内容に重なりがないように確認

28
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Ⅶ 現段階の取組状況

Ⅷ まとめと課題

各町単位で統一の取組 質的支援の活用状況・課題

29

分
野

行政・社会教育 産業体験・自然体験

（地域の特色を活かし
た学習）

郷土芸能 震災体験 新たな産業

活
用
状
況

専門機関・関係機
関との連携が十分
である。

質が高く、専門的な知
識が得られる。

主に、実技・実演
である。

実際の体験談を
聞くことができ
る

地域の新しい産業
の理解が進んだ。

課
題

なし なし 後継者の不足によ
り、継承が難しい。

学習を継続させる
ための方法を模索
する必要性がある。

高齢化が進み、
体験談を聞くこ
とが難しくなっ
てきている。資
料等での学習が
多い。

地域にはない専門
性の高い学習につ
いて、外部講師、
支援スタッフの協
力が必要である。



Ⅶ 現段階の取組状況

Ⅷ まとめと課題

各町単位で統一の取組
「つなげる、つながる」ための効果があると考える教頭の関与

 〇教育課程の編成
 ・教務主任を中心に、より効果的な教科等横断的な学習の展開を考える。
  ※義務教育９年間を見通した系統性のある教育課程の編成を進める。
  ※ PDCAサイクルの確立で、複数の教職員で共有・連携し合う体制を作る。
〇教職員への情報提供・地域との連携
・教職員にCS委員や地域住民、保護者等からの情報提供を積極的に発信する。
・保護者、地域、関係機関へ学校の取組を発信し、学校への協力を呼び掛ける。

※上記の取組を推進するために
 教頭間で日常的な連携、情報共有をする。（ビジネスチャットツールを活用）

30

〇小小連携、小中連携や町教委との連携
 ・担当者だけではなく、教頭の関与がある方がスムーズで効果的に進められる。



Ⅶ 現段階の取組状況

Ⅷ まとめと課題

各町単位で統一の取組
「つなげる、つながる」ための効果が困難と考える教頭の関与

・学校の統合を含めた地域の衰退、校区の広域化による地域住民との
 つながりの希薄化。

・地域住民の願いと学校の教育活動のねらいのすり合わせ

 ・施設等との効果的なつながり方の工夫（オンライン等）

31



Ⅶ 現段階の取組状況

Ⅷ まとめと課題

データベース化

32

データベースの項目は

学年・教科・教育活動・領域・学習内容・時期・講話・見学場所・体験場所・時数・
他教科との関連・窓口・職名・氏名・連絡先

データベースの有効な活用

～効果的な教頭の関与のために～

２ 関係者間の連携強化：連携が円滑、コミュニケーション促進
１ 情報の一元化：必要な情報に迅速にアクセス

３ リソースの最適化：教育資源の配分や活用がより効果的に行えるようになる。
４ 持続的な改善：定期的にデータを更新・分析することで、教育活動の質を向上   

         させ、継続的な取組ができるようにする。



Ⅶ 現段階の取組状況

Ⅷ まとめと課題

データベース

33

学年 教科 教育活動 領域 学習内容 時期 講話・見学・体験場所 時数 他教科との関連 窓口 職名 氏名 連絡先

3年 総合 ふるさと学習 自然

厚沢部の森
レクの森自然観察
植物・生き物

5月 レクの森 3 行事（遠足）
国語科

厚沢部町教育委員会 学芸員
石井
冨塚

０１３９
６４－３３１８

３年 総合 ふるさと学習 地域
厚沢部について
昔の道具

１２月 郷土資料館 2 国語 厚沢部町教育委員会 学芸員
石井
冨塚

０１３９
６４－３３１８

4年 総合 ふるさと学習 自然
厚沢部の川

川の生き物観察
カワヤツメ

６月 厚沢部川 2 理科
国語

河川資源保護振興会 代表 坂本 個人携帯

４年 総合 ふるさと学習 地域・管内
近くの町について
町の便利さ

９月 講話 2 国語
厚沢部町
政策推進課政策推進係

ー 木口 厚沢部町役場

５年 総合 ふるさと学習 産業
厚沢部町の産業
芋（メークイン）

１２月 講話 1 社会 厚沢部町役場　農林課 ー 吉田
０１３９
６４⁻３３１１



Ⅶ 現段階の取組状況

Ⅷ まとめと課題

データベース

34

データベースの活用の効果（例）

リソースの最適化：教育資源の配分や活用がより効果的に行えるようになる。

町内でのリソースの活用

〇学校の統合が進む町での活用
・地域の資源を活用し、地域の人と 
 のつながりも絶やさない

町外のリソースの活用

・他町の資源を活用した学習の広がり
 ＩＣＴでつなぐ等



Ⅶ 現段階の取組状況

Ⅷ まとめと課題

データベース
せたな町（せたな区）
・うに採り体験
・久遠神楽
・鮭稚魚放流
・風力発電
・郷土料理
・キャリア教育

35

せたな町（北桧山区）
・牧場
・農業（トマト・田植
 え・稲刈り）
・川（水質・生物）
・風力発電
・町内観光地調査
・キャリア教育
・愛知県豊山町

今金町
・石器づくり
・火おこし
・砂金ほり
・化石採掘
・水生生物調査
・じゃがいも・ 
 米・しいたけ
・愛知県豊山町



Ⅶ 現段階の取組状況

Ⅷ まとめと課題

データベース
今金町

・森林
・しいたけ
・神輿
・高校キャリア教育

36

奥尻町
・鮭
・シーカヤック
・ウニ採り・魚のさばき方
・稲作
・ブナ林
・遺跡
・地熱発電

他地域との
比較



Ⅶ 現段階の取組状況

Ⅷ まとめと課題

データベース
厚沢部町

・森（自然観察・樹木・草木）
・川（ヤツメウナギ・鮎）
・キャリア教育（職場体験等）
・農業（ブロッコリー・大豆
    ・米・サツマイモ・
    メークイン）

37

乙部町
・漁業
・農業（稲作・大豆等）
・養蜂
・キャリア教育



Ⅶ 現段階の取組状況

Ⅷ まとめと課題

データベース

上ノ国町
・勝山館
・野菜作り
・特産（絹さや）
・昔踊り
・林業
・稲作
・キャリア教育

38

江差町
・江差の歴史（開陽丸）
・江差追分
・伝統芸能（沖揚げ、鹿子舞等）
・地域の料理



Ⅶ

Ⅷ まとめと課題

教育研究大会学校運営研修会座談会/ワールドカフェ

教頭の職能を高めるための研修/研究内容交流

・教頭の職能向上
（実践上の悩み等交流）
・研究の協働性向上
・ＩＣＴ実技研修

・教頭の職能向上
・一般教員の指導力や
 学校運営参画意識の向上
・研究の協働性向上

・教頭の職能向上
・次期教頭の育成
・研究の協働性向上

現段階の取組状況

39



Ⅷ まとめと課題

・地域の人的・物的資源の効果的な活用
「質的支援」「量的支援」の充実を生かす取組を

・適切な現状分析とそれに基づく具体策の検討

・教頭としての効果的な関与の意識を高くもち、学
校が目指すビジョンの共有と具現化

・各校や各町での情報共有の重要性

40



Ⅷ まとめと課題

今後の課題

・地域社会との連携及び協働の進め方

・「つなげる、つながる」ための関与の方法

・データベース作成の活用、実践、評価、まとめ

教頭の適切な関与がふるさと教育の充実に
⇒ 社会に開かれた教育課程の実現に

・各町教育委員会（特に学芸員）や檜山教育局等の 
 関係機関との連携

41



ご清聴ありがとうございました

檜山教頭会

36



令和６年度北海道公立学校教頭会　第３ブロック研修会
「組織・運営に関する課題」

～活力ある学校をつくる「組織・運営」における教頭の関与の在り方～

函館市小学校教頭会

2024.11.1（金）函館市民会館小ホール





学校が組織として機能し、学校を取り巻く様々な課題に
適正かつ迅速に対応するための体制づくりに関する課題

地域学校協働活動
の充実

函館市小学校教頭会

幼小連携
の充実

安全教育
の充実

全国公立学校教頭会研究大会　全国研究部長会　中央研修大会

地域とのつながり

組織・運営に関する課題

学校間のつながり 危機管理体制



令和５年度から７年度までの取組

３
Ｃ

Ｒ５  道北大会研究発表
実態把握→課題の焦点化

Ｒ６
改善への取組→好事例の共有

Ｒ７ 日高大会研究発表
研究のまとめ→充実

継
続
性

これまでに解明されたことは何か、残された課題は何かを踏まえた問題解決型の研究を継続的に進める

アンケート調査
・フォームを活用したアンケートに
　よる実態把握

グループによる研究推進
・地学協働、幼小連携、安全教育の
　３グループ　成果は全体に還流

研究のまとめ
・３グループ　成果と課題のまとめ

協
働
性

同僚性を発揮して、自校だけでなく、市内全ての学校において問題解決が図られるよう協働的に研究を進める

実態交流
・定例研修会時に協議　アンケート
　調査のレディネス

好事例の共有・事例協議
・課題解決に向けた協議
・好事例を共有する

成果の反映
・他グループの成果を自校の取組に
　生かす

関
与
性

教頭として何をすべきか、どう関わるべきか、教頭会の課題を自らの職務遂行等に関連させ、成果を教頭会に反映させる

学習会の実施
・研究担当者（通知、指導資料等）
　何をすべきかを全体に還元

職務遂行を通じた研究推進
・各校における取組の推進
　どう関わるべきか



令和５年度から７年度までの取組

３
Ｃ

Ｒ５  道北大会研究発表
実態把握→課題の焦点化

Ｒ６
改善への取組→好事例の共有

Ｒ７ 日高大会研究発表
研究のまとめ→充実

継
続
性

これまでに解明されたことは何か、残された課題は何かを踏まえた問題解決型の研究を継続的に進める

アンケート調査
・フォームを活用したアンケートに
　よる実態把握

グループによる研究推進
・地学協働、幼小連携、安全教育の
　３グループ　成果は全体に還流

研究のまとめ
・３グループ　成果と課題のまとめ

協
働
性

同僚性を発揮して、自校だけでなく、市内全ての学校において問題解決が図られるよう協働的に研究を進める

実態交流
・定例研修会時に協議　アンケート
　調査のレディネス

好事例の共有・事例協議
・課題解決に向けた協議
・好事例を共有する

成果の反映
・他グループの成果を自校の取組に
　生かす

関
与
性

教頭として何をすべきか、どう関わるべきか、教頭会の課題を自らの職務遂行等に関連させ、成果を教頭会に反映させる

学習会の実施
・研究担当者（通知、指導資料等）
　何をすべきかを全体に還元

職務遂行を通じた研究推進
・各校における取組の推進
　どう関わるべきか



令和６年度の取組

地域学校協働活動
の充実

幼小連携
の充実

安全教育
の充実

地域とのつながり 学校間のつながり 危機管理体制

７月定例研修会
事例発表

中部小 千田教頭先生
中島小 細川教頭先生
湯川小 中村教頭先生

11月定例研修会
事例発表

えさん小 宮城教頭先生
中央小 村上教頭先生
柏野小 佐藤教頭先生

中の沢小 佐々木教頭先生

１月定例研修会
事例発表

北星小学校 時田先生
港小学校 平石先生



令和６年度の取組

地域学校協働活動
の充実

幼小連携
の充実

安全教育
の充実

地域とのつながり 学校間のつながり 危機管理体制

７月定例研修会
事例発表

中部小 千田教頭先生
中島小 細川教頭先生
湯川小 中村教頭先生

11月定例研修会
事例発表

えさん小 宮城教頭先生
中央小 村上教頭先生
柏野小 佐藤教頭先生

中の沢小 佐々木教頭先生

１月定例研修会
事例発表

北星小学校 時田先生
港小学校 平石先生





地学協働の充実　函館市立中部小学校

コロナ禍からの活動再開
「みんなのふれあい広場」

開催に向けた取組

PTA活動を再開したいけど、
単独では難しい。

活動を始めたばかりで、試行
錯誤の連続

コラボして、
一緒に取り組んでいきたい！

中部小学校区みんなの地域会議



地学協働の充実　函館市立中部小学校

「みんなのふれあい広場」開催に向けた取組
中部小学校区みんなの地域会議

〇ＰＴＡと中部カフェ企画委員会とで、それぞれの願いや考えを述べながら、
　積極的かつ建設的な話し合いを行っている。
〇ＰＴＡと地域全体とで、手厚く子どもたちのための活動を企画・実施する
　ことができる。
〇ＰＴＡ会費だけでなく、中部カフェ企画委員会で得ている一般企業からの
　助成金等、運営のための資金が確保されており、活動を一層充実させること
　ができる。



地学協働の充実　函館市立中部小学校

「みんなのふれあい広場」開催に向けた取組
中部小学校区みんなの地域会議

会議の開始時刻 会議日の日程調整

両団体の「願い」の調整 ふれあい広場の開催日設定

課題



  キーワード  活動の形骸化

地学協働の充実　函館市立中島小学校

キーワード：教育活動の充実、働き方改革の推進、持続可能な取組

１８時以降の開催

学校経営方針等への関心

地域での子ども像と
学校での子ども像の乖離

教職員への理解

改善

授業参観 給食試食会 児童会の交流

勤務時間中の開催

学校での子供理解

教職員への理解

地学協働～ＣＳを軸にした取組

課題



地学協働の充実　函館市立中島小学校

安全マップの交流
〇 児童会三役が通学コースの縦割り班で作成した
 「安全マップ」の危険箇所を発表

〇 学校運営協議委員から、さらに危険箇所を提示され
 「安全マップ」に追加

地域住民との
危険箇所の交流

キーワード：教育活動の充実、働き方改革の推進、持続可能な取組



地学協働の充実　函館市立中島小学校

ＳＮＳ実態調査の交流

〇 児童会三役が学校で実施した
 ＳＮＳ等の実態調査結果と課題等を報告

〇 学校運営協議委員へ問題点を質問

現代の子供が抱える
問題等の共有
不登校の要因への理解

キーワード：教育活動の充実、働き方改革の推進、持続可能な取組



地学協働の充実　函館市立湯川小学校

「地域とともにある学校」づくりの推進



地学協働の充実　函館市立湯川小学校



地学協働の充実　協議の内容

教頭の関与について

・町会等が協力的である場合、教頭の役割において、地域の自主性を大切にし、　　
　受け身な姿勢でよいか、または、教頭から発案する等もう少し積極的な関わりを
　した方がよいのか、迷うところもある。
・地域が成熟してくると、教頭の出番が少なくなる。地域の人たちが自分たちで企
　画・推進していくことは良いことである。そのため教頭は「つなぎ役」になるこ
　とが大事である。
・「つなぎ役」と言うことでは、地域と教職員とをスムーズにつなげることも考え
　たい。
・地域の思い（活動）を授業の時間帯に盛り込み、学習活動へと発展させる方法が
　ある。



地学協働の充実　協議

その他の各校の取組について

・緊急見守りネットワークを立ち上げた。その際、主幹教諭が各町会に行き、つな
　がりをもつことができた。また、郵便局からも自主的な参画もあり広がりが見ら　
　れてきた。
・CSによる活動が既に完成されている。中心になっているメンバーも力と熱意が
　あり、すべてを任すことができ、良い模範となる例であろう。
・地域コーディネーターがPTA、町会、他協会、学校をつなぎ、イベントを開催す
　ることができた。

課題解決に向けて
・会議のもち方について



令和６年度北海道公立学校教頭会　第３ブロック研修会
「組織・運営に関する課題」

～活力ある学校をつくる「組織・運営」における教頭の関与の在り方～

函館市小学校教頭会

2024.11.1（金）函館市民会館小ホール
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